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取扱説明書

品質保証書付

ご使用の前に必ずこの取扱説明書をよくお読
みの上、正しくお使いください。
■	本書は大切に保管してください。
■	取りはずしてある部品は、本書をよく読
んで正しく取り付けてください。

■	本製品を他のお客様にお譲りになるとき
は、必ず本書もあわせてお渡しください。

安全基準A型
（1ヵ月〜36ヵ月ころまで）

もくじ
はじめに
ご使用の前に................................................................... 1
安全にご使用いただくために........................................ 2
各部のなまえ................................................................... 5

ベビーカーの使いかた
ベビーカーの開きかた.................................................... 6
ハンドルの高さ調節のしかた........................................ 7
対面・背面の使いかた.................................................... 8
　����の切り��������の切り����	........................................... 9
　�����������の�い�������������の�い��	..................... 1��
ストッパーの使いかた................................................. 10
フロントガードの使いかた......................................... 11
幌の使いかた
　幌のサイズを変�る	................................................ 1��
　ト�プウィ���（幌窓）の開き��	..................... 133
　エア����シ�テム（通気窓）の開き��	......... 133
エアースルー�ス���背�た�����の使いかた�ス���背�た�����の使いかた�背�た�����の使いかた背�た�����の使いかた����の使いかた��の使いかた�の使いかた... 1��
足乗せバーの使いかた................................................. 155
�ートベルト�股ベルト・腰ベルト・肩ベルト�の使いかた.... 166
リクライニングの使いかた......................................... 188
折りたたみかた............................................................ 20

部品の取り付けかた・はずしかた
　幌	............................................................................... ��
　ガ��カ��............................................................ �3
　���トカ�����トカ��	........................................................ �33
　���トカ�����トカ��	........................................................ �33
　買い物カゴ	............................................................... ���
　シ�ト��ト（腰��ト・���ト）	................... ���
　着脱シ�ト	............................................................... ���
　���シ�ト����シ�ト�	........................................................ 3�

その他
日常のお手入�............................................................ 3�
保管のしかた................................................................ 35
点検とアフターサービスについて.............................. 35
廃棄方法について......................................................... 35
SGマークの被害者救済制度...................................... 35
品質保証書.................................................................... 36



は
じ
め
に

●.この製品は、一般家庭でお子さまを乗せ、外�浴、買い物などに使用するための
. 1人乗り乳母車�ベビーカー�です。

●.望ましい連続使用時間：2時間以内�ただし、��7��以上を対�にした��使用時は1時間以内���7��以上を対�にした��使用時は1時間以内�7��以上を対�にした��使用時は1時間以内�

●.使用できるお子さまの��：��：�：��1��※以上36��こ�まで36��こ�まで��こ�までこ�まで（お子さまの��の��1�����）��の��1�����））
※生後1ヵ月とは、出生時に���.����上�つ在胎週数3�週�上を満�し、1ヵ月経過し�お子さまを示します。

●.組み立てる前に、36ページ「品質保証書」に次の項目を記入してください。
	 1ロットNo.��脚�側から見て右のパイプに貼ってある�ールに記載さ�ています。�
	 2お客様のお名前・ご住所・電話番号
	 3販売店名
●.領収書�レ�ート�を本書といっしょに保管してください。

開封されましたら各部品がそろっているかご確認ください。
箱の中には次のものが入っています。箱を開け�らすべてそろっていることを確認してください。

●ベビーカー 本体
●幌
●肩ベルトカバー
●取扱説明書（本書）
●ダッコシートα（ヘッドサポート、ボディ & おしりサポート）
●エッグショックパッド（ヘッドサポートに内蔵）

ご使用の前に

おことわり
メ�リ��樹脂を�用している部品の
表面に縞模様が見られることがありま
す。これはメ�リ��樹脂の成形時に
見られる樹脂の流れの跡であり、傷・
汚れ・割れではありません。品質上問
題はございませんので�心してご�用
ください。

ベビーカー.本体

取扱説明書（本書）

1



は
じ
め
に

●.開閉ロックが確実にかかっていること�ベビーカー
が完全に開いた状態であるか�を確認してから使用
してください。

●.階段、エスカレーター、大
きな段差のあるとこ�、
また、砂場、砂浜、河原、
ぬかるみなどの悪路では
使用しないでください。

●お子さまを乗せたまま、
ベビーカーを持ち上げな
いでください。

●破損や異常が発�した場
合は、必ず修理を受けてく
ださい。当社コン�ュー
マープラザにご連絡くだ
さい。

. 表示の内容
.誤った取り扱いをすると、人が死亡ま
たは重傷を負う可能性があります。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を
負ったり、物的損害の可能性があります。

お子さまが落ちたりベビーカーが折りたたまれるおそれがあります。

●.製品を使用する上でご理解いただきたい警告
および注意事項を記載しています。製品を正
しく安全にお使いいただき、危害や損害を未
然に防止するための�のです。

. ここに記載した内容を無視した場合、お子さ
まおよびご使用者のかたが重大な損害を被る
おそ�があります。よくお読みの上、製品を
ご使用ください。

●.ここに表示した注意事項は、取り扱いを誤る
と、お子さまおよびご使用者への危害が発�
したり、物的損害の発�が予想さ�る事項を
危害・損害の大きさ、切迫度により「警告」・
「注意」の2つに区分して示してあります。
. 安全のため必ずお守りください。

●お守りいただく内容の種類を次の表示で区分し
説明しています。

警告 /注意をうながす内容があることをうながす内容があることをす内容があることを
告げる�のです。

禁止行為であることを告げる�のです。

補足説明

表示

警告

注意

警告    取り扱いを誤ると重大な事故につながるおそれがあります。

安全にご使用いただくために

●.お子さまを乗せるときは必ず�ートベルトを締めてください。締め
ずに乗せたり、�ートベルトの締めかたが不完全ですと、使用中にお
子さまが落ちるおそ�があります。また、�ートベルトを締めてい
て�、万一の抜け出し、立ち上がりには十分注意してください。

●.お子さまは��が高くなるにつ�、周囲への好奇心が旺盛になりま
す。力�強くなり自分で�ートベルトをはずすおそ�がありますの
で、常にお子さまの状態を確認してください。

●.すべての�ートベルトを必ず締めて使用してください。腰ベルトを
バックルに取り付け�、ベルトを強く引っぱり、確実に取り付けら
�ていることを確認してください。

●お子さまをベビー
カーの中で立たせな
いでください。

お子さまが落ちるおそれがあります。

開閉ロックが下がっ
てすき間がない。

開閉ロックが上がっ
てすき間がある。

●ロックされている

●ロックされていない

開閉ロック

すき間
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安全にご使用いただくために

警告    取り扱いを誤ると重大な事故につながるおそれがあります。

●ベビーカーに同時に2人
以上のお子さまを乗せた
り、お子さまを着脱�ー
ト以外のとこ�に乗せなとこ�に乗せなに乗せな
いでください。また、お
子さまを乗せることを目
的としたボードなどは取
り付けないでください。

●ご使用中にハンドルによ
りかかったり、荷物をつ
るすなどハンドルへの過
度の荷重はかけないでく
ださい。

●お子さまを乗せていると
き、カゴ以外のとこ�に
荷物をのせたり、つるし
たりしないでください。
. 特にハンドルにつるす
. と不安定になり、ベビー
カーが転倒するおそ�
があります。

ベビーカーが転倒してお子さまが落ちるおそれがあります。

●ストッパーを過信しない
でください。
. ストッパーをかけていて
�、動き出したり転倒す
るおそ�があります。

●お子さまが乗り降りする際は、ベビーカーが不
安定になり転倒するおそ�がありますので、
しっかりと支えてください。

●ベビーカーは空車であっ
て�坂の途中、車道に近い
歩道上など危険な場所に
放置しないでください。

ベビーカーが���したり転倒するおそれがあります。���したり転倒するおそれがあります。おそれがあります。
●お子さまを乗せたまま、
ベビーカーから離�ない
でください。

●ハンドルを切り替え
るときは、必ず４�
所と�キャスターの
ロックを解除してく
ださい。

●坂道ではハンドル切り替え操作を行わないで
　ください。

●ハンドルを背面に切り替えた�は、左右の�脚ス
ライダーが下がっていることを確認してください。

●使用する前やハンドル切り替え�、押す人側の
ストッパーの目印がキャスターロックレバーと
向きあい、キャスターが確実に自動ロックさ�
ていることを確認してください。

●ハンドル切り替え中にベビーカーを動かさないで
ください。

●背面状態では、�脚スライダーに触�ないでください。

目印

ストッパー

キャスターロックレバー

���解除　　　���

後脚スライダー すき間

後脚スラ
イダーが
下がって
すき間が
ない

後脚スラ
イダーが
上がって
すき間が
ある
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●.お子さまを乗せる以外の目的で使用しないでください。
. �的外の�用では破損などのおそれがあります。
●.お子さまにベビーカーを操作させないでください。
. 転倒や思わぬ事故につながります。
●.フロントガードを引っぱって使用したり、ふりま
わしたりしないでください。

　.破損のおそれがあります。
●.フロントガードには過度の力を加えないでください。
. また必要以上に広げたりしないでください。
●.お子さまを乗せたとき、�ートベルトがバックル
に装着さ�、ベルトにゆるみがないことを確認し
てください。お子さまが抜け出したり、落ちるおそ
�があります。

●.おすわりができないお子さまの場合は、背�た�
を倒した状態でご使用ください。�18ページ参照�

●.背�た�を1番倒した状態で�お子さまが��な1番倒した状態で�お子さまが��な番倒した状態で�お子さまが��な
場合は、背�た�を中間�置まで起こしてご使用
ください。ただし、この方法は寄りかかっておすわ
りができるお子さまに限ります。

●.お子さまの頭が�ート頭部の壁面にあたる場合は、
頭があたらない�置まで背�た�を起こして使用
してください。

●.ベビーカーに大人が腰かけたり、過度の荷重を加
えないでください。

.. 破損、故障の原因となります。
●.ベビーカーを押すときは走らないでください。
. 走ると�����の動きが悪くなっ�り、転倒な
どの事故につながるおそれがあります。

●.ハンドルを切り替えるときは、��所と�キャスター
のロックを解除してください。

. ���し�ままですと押しづらいだけでなく、�
ビ�カ�が破損するおそれがあります。

●.出荷時に取り付けら�ている部品、および当社�、および当社�および当社�
定の部品以外は使用しないでください。

. 破損・故障や思わぬ事故につながるおそれがあります。
●.ベビーカー本体にはお子さまを乗せることを目的
としたボードなどは取り付けないでください。

. �ビ�カ�の破損の原因となります。
●.買い物カゴには、耐荷重以上の荷物を入�ないで
ください。�耐荷重については2�ページ参照�

. 破損の原因となります。
●.段差を乗り越える場合は、前輪を浮かせて段差を
乗り越えてください。

　.段差を無理に乗り越�ようとすると、前輪に衝撃
が加わり、破損・故障の原因となります。

●.製品の改造や不当な修理をしないでください。
. 思わぬ事故につながるおそれがあります。るおそれがあります。
●.線路や排水口などの路面の溝に車輪を取ら�たり、
はさま�ないように、溝の部分は車輪を浮かせて
進んでください。

●.雪が積�っているとこ�や凍結したとこ�など、
すべりやすい路面では使用しないでください。

. �ビ�カ�だけでなく�用者も転倒するおそれが
あります。

●.風の強いときは使用しないでください。
. 勝手に動き出し�り、転倒するおそれがあります。
●.雷のときは使用しないでください。
. 落雷のおそれがあります。
●.夏季の晴天日中などは、路面の影響によりベビー
カー内の温度が高くなるため、長時間の使用は避
けてください。

●.火の近くや夏季の車内など高温になる場所での放
置、保管は避けてください。

. 故障や変形の原因となります。
●.ベビーカーを横向きに寝かせたり、上に荷物を重
ねた状態で保管しないでください。

. 故障や変形の原因となります。
●.ベビーカーを立てた状態で保管する場合は、キャ
スターを内向きにロックし、必ずストッパーをか
けてください。ベビーカーが倒�やすくなります。

●.ご使用の前に、締結部品などにゆるみがないか確
認してください。

	 ゆるみがある場合は�用せず、必ず当社��シュ�
マ�プラザにご連絡ください。�大な事故につなが
るおそれがあります。

●.長時間の使用禁止
	 長時間連続してのご�用は、お子さまの負担となり
ます。寝�せ�姿勢では�時間�内、すわらせ�姿
勢では1時間�内で休憩をとるなどしてください。

●.バスの中では使用しないでください。
	 本製品は、��の中で�用することを�的として
設計され�ものではありません。本製品を��の中
で�用すると、カ�ブや急ブ���などで転倒や
思わぬ事故につながります。

●.電車の中での使用について
	 本製品は電車の中で�用することを�的として設計さ
れ�ものではありません。お客様の責任により、本製
品を電車の中で�用するときは、カ�ブや急ブ���
などで転倒するなどのおそれがありますので、必ず�
ト�パ�を�けて、十分注意してご�用ください。

●.ベビーカーの開閉やリクライニング操作時は、そばに人�特に小さいお子さま�を近づけずに行ってください。
. �や手をはさむおそ�があります。
●.幌を開閉するときは、お子さまの�や手に注意し操作を行ってください。
　�や手をはさむおそ�があります。
●.ハンドルを切り替えるときは、お子さまがアー�レストに手をかけていないことを確認してから行ってください。
. �や手をはさむおそ�があります。
●着脱�ートを取りはずしたままお子さまを乗せないでください。.すき間に手や足などをはさむおそ�があります。
●お子さまの足が車輪や地面につく場合は使用しないでください。足をケガするおそ�があります。

注意  取り扱いを誤ると傷害を負ったり、ベビーカーが破損するおそれがあります。

警告    取り扱いを誤ると重大な事故につながるおそれがあります。

お子さまがケガをするおそれがあります。
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各部のなまえ

ハンドルグリップ 幌レバー

手元ロック
スライダー

着脱シート

折りたたみレバー

ストッパー（前後左右）

アームレスト

ガードボタン
（内側・外側2ヵ所） フロントガード

買い物カゴ

ガードカバー

アジャストボタン

〔手元操作部〕

ステップ

キャスターロックレバー
（前後左右）

トップウィンドー
（幌窓）

窓カバー

●幌

エアスルー
システム
（通気窓）

開閉ロック

後脚スライダー

ハンドルロック

足乗せバー

ヘッドレスト
（ムービングヘッドガード）

差し込み
バックル

バックル

シートベルト
（腰ベルト）

シートベルト
（肩ベルト） 肩ベルト

通し穴

ヘッド
サポート
通し穴

シートベルト
（股ベルト）

股ベルト
カバー

肩ベルトカバー

〔シート中央部〕

●ダッコシートα

〔背もたれ部〕

リクライニング
ベルト

エアガイド

調節レバー

エアスルーシステム
（背もたれ通気孔）

エアスルー
ルーバー

リクライニング
バックル
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手元ロック
スライダー

この位置で解除

スライド

（赤）が表示されます

1. 左右のアジャストボタンを同時
に押しながら、ハンドルグリッ
プをまっすぐの位置に戻す。

（「ハンドルの高さ調節のしか
た」7ページをご覧ください）
※梱包時は、����グリ�プが折り
曲げられています。

2. 手元ロックスライダーを矢印
方向にスライドし、折りたたみ
のロックを解除する。

お子さまにベビーカーを操作させないでください。転倒や思わぬ事故につながるおそ�があります。
ベビーカーを持ち上げた状態で、折りたたみレバーを握りロックを解除すると、破損のおそ�があります。

・
・

ベビーカーを開くときには、そばに人�特に小さい
お子さま�を近づけずに行ってください。�や手
をはさんだりするおそ�があります。
使用する前に、開閉ロックがかかっていることを
必ず確認してください。急に折りたたま�るおそ
�があります。�図A参照�
手元ロックスライダーを必ずロックして使用して
ください。無意識に折りたたみレバーを握ったと
きなど、急に折りたたま�るおそ�があります。
使用する前に、押す人側のストッパーの目印が
キャスターロックレバーと向きあい、キャスター
が確実に自動ロックさ�ていることを確認してく
ださい。ベビーカーが転倒してお子さまが落ちる
おそ�があります。�図B参照�

・

・

・

・

本ベビーカーは、2つに折りたたむことがで�ます。

注
意

警
告

ベビーカーの開�かた

開閉ロック すき間

●ロックされている ●ロックされていない

開閉ロックが
下がってすき
間がない。

開閉ロックが
上がってすき
間がある。

図A

図B

目印

ストッパー

キャスター
ロックレバー

アジャストボタン

ハンドルグリップ

次ページにつづく
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この位置でロック

スライド

（緑）が表示されます

折りたたみレバー

手元ロックスライダーを元に戻し、
折りたたみをロックする。
折り��み���が���されます。

ハンドルの高さ調節のしかた

4.

3.

ハンドルの高さを切り替えた後、ハンドル
グリップを上下させても�かないこと確認
してください。

危険ですからベビーカーを押しながら操作しないでください。
ベビーカーを折りたたむときは、ハンドルグリップの角度は必ず、元の角度に戻してください。

・
・

1. 左右のアジャストボタンを同時に押同時に押押
しながら、ハンドルグリップの角度
を調節する。

2. 使用する角度でアジャストボタンを
離す。。

ハンドルグリップの角度を変えてハンドルの高さを調節することがで�ます。
（ハンドルグリップは11段階の調節がで�ます）

注
意

ベビーカーの後ろに立って、
1折りたたみレバーを握りながら、ハンドルを持ち上げ、
2そのままハンドルを手前に倒す。
�ビ�カ�が完全に開きます。

�ビ�カ�を地面につけ�状態�ら
折り��み���を握り操作してく
ださい。�ビ�カ�を持ち上げ�状
態では折り��み���を握っても
開�ないおそれがあります。

アジャストボタン

ハンドル
グリップ

ベビーカーの開�かた
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対面・背面の使いかた

ハンドルを切り替えるときは、お子さまの正面側からお子さまのようすを確認しながら、操作してください。
危険ですからベビーカーを押しながら操作しないでください。
車体を開閉するときは、ハンドルロックは操作しないでください。ベビーカーが故障するおそ�があります。
ハンドルを切り替えるときは、ハンドルグリップの角度を必ず元に戻してください。
ハンドルを切り替えるときは、必ず��所と�キャスターのロックを解除してください。ロックしたままです
と押しづらいだけでなく、ベビーカーが破損するおそ�があります。

・
・
・
・
・

ハンドルを切り替えるときは、お子さまがアー�レストに手をかけていないことを確認してから行ってくだ
さい。�や手をはさむおそ�があります。
ハンドルを切り替えるときは、必ず４�所と�キャスターのロックを解除してください。押す人側のキャスター
が自動ロックさ�ず、ベビーカーが転倒してお子さまが落ちるおそ�があります。�図A参照�
坂道ではハンドル切り替え操作を行わないでください。�輪と�キャスターがロックさ�ず、思わぬ方向に動
き出し、ベビーカーが転倒してお子さまが落ちるおそ�があります。
ハンドル切り替え�、進行方向に少し前進させ、押す人側のストッパーの目印がキャスターロックレバーと
向きあい、キャスターが確実に自動ロックさ�ていることを確認してください。ベビーカーが転倒してお子
さまが落ちるおそ�があります。�図B参照�
ハンドル切り替え中にベビーカーを動かさないでください。�輪と�キャスターがロックさ�ず、思わぬ方向
に動き出し、ベビーカーが転倒してお子さまが落ちるおそ�があります。
ハンドルを背面に切り替えた�は、左右の�脚スライダーが下がっていることを確認してください。キャス
ターのロックがはず�、ベビーカーが転倒してお子さまが落ちるおそ�があります。�図C参照�
背面状態では、�脚スライダーに触�ないでください。キャスターのロックがはず�、ベビーカーが転倒し
てお子さまが落ちるおそ�があります。

・

・

・

・

・

・

・

注
意

警
告図A　キャスターロックレバーを上げる 図B　押す人側のストッパーの目印が

キャスターロックレバーと向�あい、
キャスターが確実にロックされている
ことを確認

図C　後脚スライダーが下がっていることを確認

目印

ストッパー

キャスター
ロックレバー

後脚スライダー すき間がある

すき間が
ない
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対面・背面の使いかた

ハンドルを切り替えた�、次の点を確認してください。
1	左右の�������が�がって、��������けに�がって、��������けに����けに
��っている。

2����を上�させても動�ない。
3	背面に切り���後、左右の後脚�ライ��が�がっている。
	 （8ペ�ジの警告欄の図Cをご覧ください。）

1.	4 ヵ所のキャスターロックレバーがすべて
解除されていることを確認する。

対面状態では、段差を乗り越えにくい場合があり
ます。
その場合には、ス�ップに足をかけて前輪を浮か
せたり、使用者が先に段差に上がるなどの方法で
段差を乗り越えてください。

注
意

●.方向転換がス�ーズに行えるよう車輪の向きが変わる機構をキャスターといいます。
●.この製品は対面、背面どちらの状態で�ハンドルを切り替えることにより自動的に押す人側の
キャスターがロックさ�、進行方向前方のキャスターが動くようになっています。

ハンドルの切り替えかた

2.	左右のハンドルロックを上に引�上げなが
ら、ハンドルの向�を切り替える。

3.	ハンドルロックをハンドルロック受けに確実
にロックさせる。

4.	進行方向に少し前進させる。
 押す人側の左右のキャスターの向�が変わり、ストッパーの目印が

キャスターロックレバーと向�あい、キャスターが確実にロックさ
れていることを確認する。

�����の向きが正し
いときは、�ト�パ�の�
印（▲）が進行方向を向い
ています。

��������
���が上がって
���が解除され
ていること

ロック解除　　　　　　ロック

対面 背面

ハンドルロック

ハンドルロック受け

進行方向

目印

【背面のとき】 【対面のとき】

進行方向 進行方向

キャスターの向き キャスターの向き

目印

キャスター
ロックレバー

ストッパー

押 す 人 側 の ス
トッパーの目印
が キ ャ ス タ ー
ロックレバーと
向きあい、キャス
タ ー が 確 実 に
ロックされてい
ること

押 す 人 側 の ス
トッパーの目印
が キ ャ ス タ ー
ロックレバーと
向きあい、キャス
タ ー が 確 実 に
ロックされてい
ること

目印

キャスター
ロックレバー

ストッパー
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●.�常使用時やハンドルを切り替えるときは、必ず��所のキャスターロックレバーを上げてロック
を解除してください。

●.坂道や凹凸のある路面では、一時的に進行方向前方左右2�所のキャスターをロックすると押
しやすくなります。

進行方向前方左右2 ヵ所のキャスターロックレバーを下げて
ロックする。

キャスターを使用しない場合

進行方向左右2 ヵ所のキャス
ターロックレバーを上げ、ロッ
クを解除する。

キャスターを使用する場合

空車であって�、ベビーカーから離�るときは必
ず押す人側の左右と�ストッパーのロックをか
けてください。
ストッパーのロックが不完全ですと動き出すこ
とがあります。

ストッパーを過信しないでください。ストッ
パーをかけていて�動き出したり、転倒するお
そ�があります。
お子さまを乗せたままベビーカーから離�ない
でください。また、ストッパーは押す人側の左押す人側の左左
右と�かけて使用してください。ベビーカーが
動き出したり転倒するおそ�があります。

・

・

ベビーカーを停止させているときには、必ず押す人側のストッパーのロックをかけてください。

1. 押す人側の��の左右のストッパーを押��の左右のストッパーを押左右のストッパーを押ストッパーを押
し下げてロックする。

2. ベビーカーを軽く前後に�かして、ストッ
パーのロックがかかっていることを確認
する。

Aストッパーの上部を押し込む。または
Bストッパーの下部を押し上げる。

ストッパーをロックすると� ストッパーのロックを解除すると�

ストッパーの使いかた

注
意

警
告

キャスターロックレバーの使いかた

通常はこの状態でご使用くだ
さい。
押す人側のキャスターは自�
でロックされます。

押す人側の�����は自動���されますので、
手動の�����������は�用できません。

【背面のとき】 【対面のとき】

左右ロック

進行方向 進行方向

左右ロック

ストッパー ストッパー

ロック ロック

［前輪］ ［後輪］

ストッパー ストッパー

解除 解除

［前輪］ ［後輪］
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フロントガードの片側をはずした状態でフロントガードを引っぱって使用したり、ふりまわしたりしないで
ください。破損やお子さまのケガの原因となります。
フロントガードには過度の力を加えないでください。また、必要以上に広げたりしないでください。
　故障や破損の原因となります。

・

・

フロントガードに関係なく、お子さまを乗せるときには必ず�ートベルトを締めてください。フロントガードは
お子さまの抜け出しや立ち上がりを防止する�のではありません。
ガードボタンはお子さまには操作させないでください。落下などのおそ�があります。
フロントガードをつかんでベビーカーを持ち運ばないでください。手がすべったり、フロントガードが抜け落
ちる可能性があります。

・

・
・

1.

お子さまの乗せ降�し時にフロントガードを開くと、足などが引っかかりません。

手を離すと、フロントガードは
自然に下がります。

2.

1 2つのガードボタンを矢印
方向に同時に押しながら、

2フロントガードを前方に引
�抜く。

フロントガードの使いかた

フロントガードをフロントガード用
突起にあわせて前から押し込む。

フ��トガ��の開閉ができるのは正
面�ら見て左側だけです。

フロントガードを開くと�

フロントガードを閉じると�

警
告

注
意

フロントガード

ガードボタン

1 1

2

フロントガード

フロントガード用突起
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幌の使いかた

1前後の幌フレームを持ち、幌を広げる。
2左右の幌レバーの関節部を押し下げる。

大�なサイ�で使用すると�サイ�で使用すると�

幌を広げた後、後部の
幌フレームを上げる。

小さなサイ�で使用すると�サイ�で使用すると�

● お子さまが寝ていると�や、日差しの低いと�
などにブラインドとして使うことがで�ます。

大�なサイ�のまま、両手で幌フレーム
の根元を持って、前方向にまわします。
「カチ�」と音がして幌の位置が固定されます。
�用し�い位置でとめてください。
このとき幌を前�ら見て、幌が左右同じ位置で
とめられていることを確認してください。

幌をブラインドとして使用すると�

幌各部の名前

幌のサイ�を変える

● 幌を取り付けていても、ベビーカーはその
まま折りたたむことがで�ます。折りたた
むと�は、必ず幌をたたんで後側にまとめ
てください。

● 幌の取り付けかたについては、22ページ
をご覧ください。

幌を開閉するときは、お子さまの�や手に注意
し操作を行ってください。
�や手をはさむおそ�があります。

警
告

バックル

幌前部

トップウィンドー（幌窓）
エアスルーシステム 
（通気窓）

幌後部

幌フレーム

幌フレーム

幌レバー

バックル

1 2

幌フレームの根元を
両手で持ちます。
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左右の幌レバーの関節部を引�上げ、幌を図のようにまとめる。

収納すると�

窓カバーを開けると、お子さまのようすを見ることができます。

バックルをはずし、�カバーの2�の�カバーの2�の
ホックを幌のホックにとめる。

幌�を閉じると�

2�のホックをはずし、�カバーを巻
�上げ、バックルでとめる。

幌�を開くと�

トップウィンドー（幌�）の開�かた幌�）の開�かた

幌のエアスルー�ス�����窓�を使用するには、幌を大きなサイズにします。
・通気�の使いかた
　�カバー（前）を使用する場合は、2�のホックをはずし、後方に折りかえす。
　�カバー（後）を使用する場合は、2�のホックをはずし、前方に折りかえす。

エアースルーシステム（通気�）の開�かた�）の開�かた

ホック

トップウィンドー
（幌窓）

ホック

窓カバーバックル

巻き上げる

ホック （通気窓）ホック
エアスルーシステム

ホック

窓カバー（後）
窓カバー（前）

ホック

幌の使いかた
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● ベビーカーの背もたれ（背板）には、暑い時期やムレると�などにお子さまが快適に過ごせる
ようエアスルーシステム（通気孔）が付いています。

背もたれの調節レバーを押し下げ、
エアスルールーバーを開く。

1.

エアースルーシステム（背もたれ通気孔）を開くと�システム（背もたれ通気孔）を開くと�（背もたれ通気孔）を開くと�背もたれ通気孔）を開くと�通気孔）を開くと�孔）を開くと�）を開くと�

カゴのエアガイドのホック
　 （左右2 ヵ所）をとめる。
2.

エアスルー�����に�や物を入�ないでください。お子さまがケガをするおそ�があります。
エアガイドの上に荷物をのせないでください。
　荷物の落下やエアガイドの変形および破損の原因となります。
エアスルールーバーを持ち上げたり引っぱったりしないでください。破損の原因となります。

・
・

・

注
意

エアースルーシステム（背もたれ通気孔）の使いかたシステム（背もたれ通気孔）の使いかた（背もたれ通気孔）の使いかたもたれ通気孔）の使いかた通気孔）の使いかた孔）の使いかた）の使いかたた

エアスルーシステム（背もたれ通気
孔）を使用しないと�は、調節レバー
を押し上げてエアスルールーバーを
閉じます。

エアガイ�のホ��をとめなくても�用できま
すが、エア���シ�テム本来の機能を満�さ
ない場合があります。

エアスルー
ルーバー

エアガイド
開く

閉じる

調節レバー

エアスルールーバー

エアスルーシステム
（背もたれ通気孔）

【エアスルールーバーが開いているとき】

【エアスルールーバーが閉じているとき】

エアスルールーバー

ホック エアガイド

カゴ

ホック

【エアガイドを使用しないとき】 【エアガイドを使用するとき】
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足乗せバーの使いかた
足乗せバーは、お子さまが寝たときに、楽な姿勢にできます。

着脱シートを持ち上げ、座面から足
乗せバーを引��す。
着脱シートをのせ、ホックをとめる。

1.

2.

着脱シートのホックをはずし、足乗せ
バーを座面の中に押し込む。

収納すると�

使用するときは、必ずホックをとめてください。
破損やお子さまのケガの原因となります。注

意

足乗せバー

着脱シート
（裏側）

ホック
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お子さまを乗せたときは必ず�ートベルトを締めてください。締めずに乗せたり、ベルトの締めかたが不完全
ですと、使用中にお子さまが落ちるおそ�があります。また、�ートベルトを締めていて�、万一の抜け出し、
立ち上がりには十分注意してください。
�ートベルトの長さはお子さまの体にあわせて調節し、抜け出さないようにしっかりと締めてください。あわせて調節し、抜け出さないようにしっかりと締めてください。わせて調節し、抜け出さないようにしっかりと締めてください。
肩ベルトを差し込みバックルに取り付ける際に、左右のベルトを交差させないでください。お子さまの首を圧
迫するおそ�があります。

・

・
・

�ートベルトとは、股ベルトと腰ベルト、肩ベルトの総称です。

シートベルト（股ベルト・腰ベルト・肩ベルト）の使いかた

シートベルトの締めかた、はずしかた

肩ベルトを差し込みバックルの肩ベ
ルトフック（左右）に引っかける。
股ベルトを引��し、バックルの左
右に腰ベルトの差し込みバックルを
差し込み、「カチッ」と音がすること
を確認する。
肩ベルト、腰ベルトを引っぱって、
はずれないことを確認する。

1.

2.

3.

股ベルトのバックルボタンを押す。

シートベルトを締めると�

シートベルトをはずすと�

お子さまをベビーカーに座らせ、
お子さまの肩に左右の肩ベルトを
あわせる。
肩ベルトを差し込みバックルの肩ベ
ルトフック（左右）に引っかけ、バッ
クルの左右に腰ベルトの差し込み
バックルを差し込む。

1.

2.

肩ベルトフック

差し込み
バックル

差し込み
バックル

腰ベルト

肩ベルト

肩ベルト

バックル

股ベルト

バックル
ボタン

腰ベルト

肩ベルト

お子さまへの装着のしかた

警
告

背も�れを頻繁に倒し�り起こし�りする月
齢期は、�の���ト通し穴を�用してくださ
い。���ト通し穴の位置を変�るときは、「�
��トの取り付け��」（�6ペ�ジ）をご覧に
なり、確実に取り付けてください。
長さ調節時に差し込み����をはずし�と
きは、「腰��トの差し込み����への取り
付け��」（��ペ�ジ）をご覧になり、確実に
取り付けてください。
取り付け��が不完全ですと、�用中に��
トが抜けるおそれがあります。
差し込み����をはずしづらい場合は、��
��ボ��の両側を交互に押して、	片側ずつは
ずしてください。

・

・

・
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シートベルトの調節のしかた

股ベルトの長さを調節するには、はじめに1調
節したい分の長さを引��す。
長くすると�には、2バックルを引っぱり、短
くすると�には、3ベルトの端を引っぱる。

腰ベルトの長さ調節

1. バックル裏側にあ
る 腰 ベ ル ト を、ベ
ルト通しAからは
ずす。

2. 腰ベルトを左右に
引っぱり、ベルトの、ベルトの
長さを調節する。

3. バックル表側にある
腰ベルトを、ベルト
通しAから裏側に
通す。

股ベルトの長さ調節

腰��トの長さは、�
�トの端が3cm�上
残るように調節してく
ださい。

長くする 短くする

1

2 3

A B C

裏 

表 

ベルト通し A

表 

裏 

長くする 短くする

裏

表

ベルト通し A

3cm以上 
表 

裏 

���トは、取りはずしできません。

肩ベルトの長さ調節

ラダー

肩ベルト

長くする

短くする

肩ベルト先端

肩ベルトの長さを調節するには、はじめに1調
節したい分の長さを引��す。
長くすると�には、2の方向に引っぱり、短く
すると�には、3の方向に引っぱる。

ラ��は���ト�ら、取りはずしできません。

ベルトの調節の目安がわからない
→	お子さまと��トの間に、大人の指の第�
関節が入るくらいのすき間が��です。

こんなと�は？

差し込みバックルの
ベルト通し（ABC）

長さを調節�、腰ベルトを強
く引っぱり、腰ベルトがバッ
クルから抜けないことを確認
してから使用してください。

警
告

長さの調節はバックル側で行って
ください。注

意

シートベルト（股ベルト・腰ベルト・肩ベルト）の使いかた
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リクライニングの使いかた

片方の手でお子さまの体を支え、
他方の手で、リクライニングバッ
クルの中央リングを引っぱる。

1.

背もたれの倒しかたの倒しかた
※お子さまを乗せたまま背�た�を倒すときは、必ず肩ベルトをゆるめてから操作してください。
※リクライニングを使うときは、必ずお子さまの体を支えてください。

背もたれを倒す。
ヘ����トが起きあがってきます。（ム�ビ
�グヘ��ガ��機能）

2.

ベビーカーを押しながらリクライニング操作をしな
いでください。
思わぬ事故につながるおそれがあります。
お子さまを乗せたままリクライニング操作するとき
は、急にリクライニング角度が変わらないように十
分ご注意ください。
お子さまを乗せたまま背�た�を倒すときは、必ず必ず
お子さまの体を支えてください。
・ おすわりができないお子さまの場合は、1番倒した状
態から中間�置まで起こした状態でご使用ください。

・

・

・

リクライニングの使いかたの目安 
●1ヵ月〜首がすわるまで
→背も�れは1番倒し�状態
●首がすわって�ら、１人でおすわりができるまで
→	背も�れは1番倒し�状態�ら中間位置まで
起こし�状態

●１人でおすわりができるようになっ�ら
→	背も�れは1番倒し�状態�ら1番起こし�状態

背もたれを倒して使うと、シートがせまく�じる倒して使うと、シートがせまく�じる使うと、シートがせまく�じる
→	お子さまがおすわりできる場合に限り、背も�れ背も�れ
を中間位置まで起こしてご�用ください。

こんなと�は？

１人でおすわりができるお子さまでヘ����ト
の位置に頭がくる場合には、背も�れを倒し�とき
に無理な姿勢になりますので、ヘ����トが起き
上がらない位置でとめてください。

警
告 注

意

リクライニング
バックル

ヘッドレスト

リクライニング操作時には、そばに人�特に小さいお
子さま�を近づけずに行ってください。�や手をはさ
むおそ�があります。
お子さまを乗せたままリクライニング操作する場合、
背�た�を倒すときは必ず肩ベルトをゆるめてから
操作してください。
リクライニング操作�は、�ートベルトを適切な長さに
調節してください。

・

・

・
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背もたれを起こすと�は、お子さまの体重
が背もたれにかかっていない状態で、リク
ライニングベルトを左右に引っぱる。

背もたれの起こしかたの起こしかた

片方の手でリ�ライニ�グ��トを束ねて持ち、
他方の手でリ�ライニ�グ����を前方へ�ラ
イ�させても背も�れを起こすことができます。

リクライニング操作がしにくい
　リ�ライニ�グ��トがねじれている場合があります。リ�ライニ�グ��トがねじれている場合があります。
　ねじれ�リ�ライニ�グ��トは、��の手�で�すことができます。ねじれ�リ�ライニ�グ��トは、��の手�で�すことができます。
　①	背も�れを1番�まで倒す。
　②	��ト取付部を中心にリ�ライニ�グ��ト全�をねじれがとれる方向にまわす。とれる方向にまわす。れる方向にまわす。まわす。す。

こんなと�は？

リクライニング
ベルト

リクライニングベルト 

ベルト取付部 

幌ホルダー 

背�た�を幌ホルダーより前側に
起こした状態でリクライニング
操作をしないでください。

リクライニングベルトが
ねじ�ていない

リクライニングベルトが
ねじ�ている

リクライニング
ベルト

リクライニング
バックル

リクライニング
バックル

リクライニング
ベルト

お子さまの��を背も�れに�け�ままでは、起こす
ことができません。

リクライニングの使いかた
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折りたたみかた

手元ロックスライダーは折りたたみ�、必ずロックしてください。また、折りたたみ操作時以外は握らないでく
ださい。
手元ロックスライダーをスライドさせずに折りたたみレバーを握らないでください。無理に握ると破損するおそ
�があります。
何かに引っかかっていたり、はさみ込ま�ている感じがあった場合には、1度開いて原因を確認してください。
無理に折りたたむと破損するおそ�があります。
折りたたむときは、買い物カゴに何�入っていないことを確認してください。ベビーカーの破損や荷物のつぶ�
の原因となります。
折りたたむときは、幌がたたま�、�側にまとめら�ていることを確認してください。幌の変形や破損の原因に
なります。
折りたたむときは、��所のキャスターロックレバーをすべて解除してください。キャスターが誤った向きでロッ
クさ�ていると、ベビーカーが開きづらくなり、無理に開こうとすると破損するおそ�があります。

・

・

・

・

・

・

●幌を取り付けていても、ベビーカーはそのまま折りたたむことがで�ます。
 折りたたむと�は、必ず幌を後側にたたんでまとめてください。
●折りたたむと�は、4 ヵ所のキャスターロックレバーをすべて解除してください。

ベビーカーを折りたたむときには、そばに人�特に小さいお子さま�を近づけずに行ってください。�や手をは
さむおそ�があります。

1. 1ハンドルグリップの角度
を元の位置に戻す。

2	4 ヵ所のキャスターロッ
クレバーをすべて解除し、
ハンドルを背面位置にする。

3進行方向に少し前進させ、
押す人側のキャスターを
ロックさせる。

　 （2、3については、「ハンドルの
切り替えかた」9ページをご覧く
ださい。）

2. 幌をたたんだ状態にする。
（「幌の使いかた」12ページをご覧
ください）

警
告

注
意

次ページにつづく20
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この位置でロック

スライド

（緑）が表示されます

折りたたみレバー

ベビーカーの後ろに立って、折
りたたみレバーを握りながら、
ハンドルを引�上げる。
十分引�上げたら、そのままハ
ンドルを押し下げる。
�ビ�カ�が折り��まれます。

4.

手元ロックスライダーをスライ
ドして、折りたたみをロックす
る。

5.

手元ロックスライダーをスライ
ドして、折りたたみのロックを
解除する。

3.

折り��んだ後、����グリ�プを
折り曲げると低くなり、収納などに便
利です。

手元ロックスライダー

この位置で解除

スライド

（赤）が表示されます

折りたたみかた
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部品の取り付けかた・はずしかた

幌の取り付けかた、はずしかた

3. 幌をたたみ、幌ジョイントを幌ホル
ダーにしっかり差し込み固定する。

幌ジョイントの下端のツメを指先で手
前に引�ながら、幌ホルダーから引�
抜く。

取り付けかた

はずしかた

1. ハンドルを対面位置にする。
 詳しくは、「����の切り����」
	 （8ペ�ジ）をご覧ください。8ペ�ジ）をご覧ください。ペ�ジ）をご覧ください。

2. 背もたれを1番下まで倒す。
 詳しくは、「リ�ライニ�グの�い��」
（18ペ�ジ）をご覧ください。8ペ�ジ）をご覧ください。ペ�ジ）をご覧ください。

幌ジョイント

幌ホルダー

幌ホルダー

幌ジョイント
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部品の取り付けかた・はずしかた

ガードカバーのはずしかた

ガードボタンを押しながら、フロ
ントガードをはずす。
フロントガードからガードカバー
をはずす。

1.

2.

お子さまを�ビ�カ�に乗せるときには、
ガ��カ��をつけてお�いになること
をおすすめします。

股ベルトカバーの取り付けかた

股ベルトを股ベルトカバーに通し、
バックルを�す。

肩ベルトカバーの取り付けかた

ガードボタン

ガードカバー フロントガード

肩ベルト
カバー

肩ベルト
カバー

肩ベルト

肩ベルトフック

差し込みバックル
注意ラベル

注意ラベル
差し込みバックルの肩ベルトフッ
クから肩ベルトをはずす。
肩ベルトの表裏を確認して、肩ベル
トカバーを通す。
（カ��の中で���トがねじれて
いない�確認してください）

1.

2.

股ベルトカバー

股ベルト

バックル
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買い物カゴの取り付けかた

耐荷重以上の荷物はのせないでください。破損の原因となります。
角のとがった�のや、カゴからはみ出す容積の大きい�のは入�ないでく
ださい。荷物の落下やカゴの変形およびやぶ�の原因となります。やぶ�の原因となります。�の原因となります。
ベビーカーを折りたたむときは、荷物を取り出してください。ベビーカー
の破損や荷物のつぶ�の原因になります。

・
・

・

カゴの前部にある2 ヵ所の固定用ベ
ルトを、座板左右前部の左右にあるベ
ルト通し穴を通し、ホックでとめる。
カゴの中央部にある2 ヵ所の固定用
ベルトを、�体下部の後ろにあるア
ルミフレームにホックでとめる。

1.

2.

●できるだけカゴ底に均等に荷重が加わるようにのせてください。
●荷物の出し入�には、カゴ側面のファスナーを開けると便利です。

※荷物について

注
意

軸受けフレームの穴に買い物カゴ底
面の固定用ベルトを通し、ホックを
とめる。

	 ※	エアガイ�の�い��については、
1�ペ�ジの手��をご覧ください。

3.

固定用ベルト 固定用ベルト

固定用ベルトファスナー

ファスナー

固定用ベルト

固定用ベルト固定用ベルト

前 後 後前

耐荷重10kg

ホック

座板

ホック

アルミフレーム

軸受けフレーム
ホック
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シートベルトの取り付けかた

腰ベルトの差し込みバックルへの取り付けかた

1. バックルのベルト通
しAに腰ベルトを
通す。このと�、腰ベ
ルトはバックルの裏
側から表側に向ける。

差し込みバックルの
ベルト通し（ABC）

2. バックル表側にある
腰ベルトを、ベルト
通しBから裏側に
通す。

3. バックル裏側にある
腰ベルトを、ベルト
通しCから表側に
通す。

4. バックル表側にある
腰ベルトを、ベルト
通しAから裏側に
通す。（ベルト通しA
には腰ベルトが2重
に通ります）

腰ベルトの取り付けかたベルトの取り付けかた

裏

表

表

ベルト通し

裏

ベルト通し

裏

表

ベルト通し

3cm以上
表

裏

ベルト通し

裏

表

※ 腰ベルトの長さは、ベルトの端が3cm
以上残るように調節してください。

※「腰ベルトの着脱�ートへの取り付けかた」については、29ページの手順2をご覧ください。

差し込みバックルの取り付けかたが、不完全です
と、使用中にベルトが抜けるおそ�があります。
腰ベルトをバックルに取り付け�、ベルトを強く
引っぱり、確実に取り付けら�ていることを確認し
てから、使用してください。

警
告

1. 腰ベルトから、片方のバックルをは腰ベルトから、片方のバックルをは
ずす。

2. 腰ベルトの裏側を上にして、座板の腰ベルトの裏側を上にして、座板の
４ヵ所のベルト通し穴を通す。
※注意ラ��のある側が表側です。

3. はずしたバックルを取り付ける。はずしたバックルを取り付ける。
※「����の取り付け��」につい
ては、上記をご覧ください。

腰��トの取り付けは、腰��ト通し穴４ヵ所
を通して取り付けてください。

腰ベルト通し穴

差し込みバックル
腰ベルト

注意ラベル

部品の取り付けかた・はずしかた
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肩ベルトの取り付けかたベルトの取り付けかた

※「肩ベルトの着脱�ートへの取り付けかた」については、29ページの手順2をご覧ください。肩ベルトの着脱�ートへの取り付けかた」については、29ページの手順2をご覧ください。ベルトの着脱�ートへの取り付けかた」については、29ページの手順2をご覧ください。

1. 肩ベルトを背板の肩ベルト通し穴
の中央2 ヵ所の穴に通す。

2. 肩ベルトを背板の肩ベルト通し穴
の外側2 ヵ所の穴から引��す。

3. 肩ベルトを強く引っぱり、背板か
ら完全に引��す。

���トのラ��が���ト通し穴に引っ��り
引き出しにくい場合は、���トの先端を回転さ
せながら引っぱると引き出しやすくなります。

肩ベルト　

注意ラベル　

肩ベルト
通し穴（下）

ベルト通し穴

肩ベルト通し穴（上）

腰ベルト通し穴

ラダー

肩ベルト 注意ラベル

���トの取り付けは、背板の同じ高さの��
�ト通し穴�ヵ所を通して取り付けてください。
着脱シ�トの���ト通し穴上�位置は、背板
と同じ高さの通し穴を通してください。上�を
間違�て取り付けると、��ト長さが足りなく
なるおそれがあります。
リ�ライニ�グを頻繁に倒し�り起こし�りす
る月齢期は、�の���ト通し穴を�用してく
ださい。
���トは、注意ラ��側を表にして�用して
ください。

・

・

・

・
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着脱シートのはずしかた、取り付けかた

着脱�ートを取りはずしたままお子さまを乗せないでください。すき間に手や足をはさむおそ�があります。
やぶ�やほつ�の発�した着脱�ートはそのまま使用しないでください。中のワタをお子さまが飲み込んだり、
着脱�ート本来の機能が果たせなくなるおそ�があります。
着脱�ートを取り付ける際に、ホック類を確実にセットしてください。取り付けが不完全ですとケガややぶ�
などの原因となります。

・
・

・

1. 1バックルボタンを押して、バック
ルから差し込みバックルをはずし、

 2股ベルトから股ベルトカバーを
はずす。

はずしかた

※着脱シートについて
お子さまの服や靴に面ファ�ナ�が付いている場合は、シ�トに面ファ�ナ�が付着しないように気をつけてください。
メ�シュ生地に引っ�けて傷つけるおそれがあります。

警
告

2. 1差し込みバックルの肩ベルトフッ
ク（左右）から、肩ベルトをはずす。 
2肩ベルトカバーをはずす。

3. 座板先端のベルト通し穴にとめてあ
るベルトホック（2 ヵ所）と足乗せ
バーのホック（2 ヵ所）をはずして、
着脱シート先端を座板からはずす。

4. 着脱シートから股ベルトのバックル
を引�抜く。

足乗せバーを使用していないときは、足乗せバー
のホックははず�ています。

股ベルトカバー2

差し込みバックル

バックルボタン

1

肩ベルトフック

肩ベルトカバー

肩ベルト1

2

着脱シート
（裏側）

足乗せバー

ベルトホック

ホック

股ベルト

部品の取り付けかた・はずしかた
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5. 座板（裏側）の取り付けベルトの
ホックをはずし、座板から引�抜く。

6. 着脱シート両側のホック（4 ヵ所）
を背板からはずす。

7. 背板の背パイプにとめてあるベルト背板の背パイプにとめてあるベルト
ホック（2 ヵ所）をはずす。

8. 腰ベルトと肩ベルトを引�抜�、着腰ベルトと肩ベルトを引�抜�、着
脱シートを背板からはずす。。

取り付け
ベルト

座板
（裏側）

（裏側）（裏側）

ホック

股ベルト

ホック

ベルト
ホック

背パイプ

腰ベルト　

腰ベルト　 肩ベルト　
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部品の取り付けかた・はずしかた

取り付けかた

1. 1背板の肩ベルト通し穴に肩ベ
ルトを通し、座板の腰ベルト通し
穴に腰ベルトを通す。

 2腰ベルトに差し込みバックル
を取り付ける。。

2. 着脱シートのベルト通し穴に腰ベル着脱シートのベルト通し穴に腰ベルシートのベルト通し穴に腰ベル
トと肩ベルトを通し、着脱シートの
表側にベルトの先端を引��す。

���トの取り付けは、背板の同じ高さの��
�ト通し穴�ヵ所を通して取り付けてください。
着脱シ�トの���ト通し穴上�位置は、背板
と同じ高さの通し穴を通してください。上�を
間違�て取り付けると、��ト長さが足りなく
なるおそれがあります。
リ�ライニ�グを頻繁に倒し�り起こし�りす
る月齢期は、�の���ト通し穴を�用してく
ださい。
���トは、注意ラ��側を表にして�用し
てください。

・

・

・

・

腰��トをボディサポ�ト��ト通し穴に通さ
ないでください。

『腰��トの取り付け��』および『差し込み
����の取り付け��』について、詳しくは
��ペ�ジをご覧ください。
『���トの取り付け��』について、詳しくは
�6ペ�ジをご覧ください。

肩ベルト
通し穴（上）

肩ベルト
通し穴（下）

腰ベルト
通し穴

腰ベルト

バックル

肩ベルト

腰ベルト通し穴

腰ベルト通し穴

肩ベルト通し穴（下）肩ベルト通し穴（上）

ボディサポート
ベルト通し穴

【腰ベルト通し穴を通すとき】
腰ベルト通し穴○

×

肩ベルト
通し穴（下）

【肩ベルト通し穴（下）を通すとき】
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3. 背板の背パイプにベルトホック
（2 ヵ所）をとめる。

4. 着脱シート両側のホック（4 ヵ所）
を背板にとめる。

5. 取り付けベルトを座板（裏側）のベ
ルト通し穴に通し、ホックでとめる。

6. 股ベルトを着脱シートの表側に引
��す。

ベルト

背パイプ

ホック

ホック

リクライニング
ベルト

【着脱シート側面取り付けかた】

ホック

（裏側）（裏側）

ホック

股ベルト

次ページにつづく
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部品の取り付けかた・はずしかた

7. 肩ベルトに肩ベルトカバーを取り付
ける。

8. 肩ベルトを差し込みバックルの肩ベ
ルトフック（左右）にひっかける。

9. 1股ベルトを股ベルトカバーに通し股ベルトカバーに通し
てバックルを引��し、

 2差し込みバックルをバックルに
差し込む。

10.座板先端のベルト通し穴に着脱シー
トのベルトホック（2 ヵ所）をとめ
る。足乗せバーを使用すると�は足
乗せバーのホック（2 ヵ所）をとめ
る。

肩ベルト
カバー

肩ベルト
カバー

差し込みバックル

バックル

股ベルトカバー

2

1

肩ベルトフック

肩ベルト

ベルトホック

足乗せバー

着脱シート
（裏側）

ホック
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ダッコシートαの使いかた

ヘッドサポートをご使用になら�る場合、必ずエッグ�ョックパッドを入�てご使用ください。
背�た�を起こした状態で使用する際、お子さまの頭がヘッドレストの�置にくる場合には、ヘッドサポート
を使用しないでください。
やぶ�やほつ�の発�したダッコ�ートαはそのまま使用しないでください。中のクッ�ョン材をお子さまが
飲み込んだり、ダッコ�ートα本来の機能が果たせなくなるおそ�があります。

・
・

・

●ダッコ�ートα�ヘッドサポート、ボディ＆おしりサポート�は、お子さまの体格にあわせた取り付け�置でお使いください。

ヘッドサポートの取り付けかた

ヘッドサポートの取り付け位置の目安
ヘ��サポ�トは、お子さまの首のあ�
りに��ショ�の凸部がくるように取り
付けてください。

ダッコシートαの取り付け時期の目安

※	月齢は��です。お子さまの発育にあわせてご�用ください。

ヘッドサポートを着脱シートに取り付
ける。
ヘ��サポ�ト��トの面ファ�ナ�aを、
ヘ��サポ�ト通し穴に通し、着脱シ�ト裏側
の面ファ�ナ�bに取り付ける。

ヘッドサポート通し穴ABの目安について
Aは1ヵ月�ら�ヵ月ころまでの月齢のお子さま
Bは�ヵ月�ら�ヵ月ころまでの月齢のお子さま
に�用してください。
※月齢は��です。お子さまの発育にあわせて
ご�用ください。

ヘ��サポ�トが取り付けにくい場合は、着脱
シ�トの上部カ��をはずし、着脱シ�トの裏側
が見�るようにして取り付けてください。

注
意

ころ 

ころ 

　　　　 　　　　　       おすわり
  1ヵ月　　　　　  　 （7ヵ月ころ※） 36ヵ月

ヘッドサポート

エッグショックパッド
ヘッドサポートの中 着脱シートのポケットの中

ボディ＆
おしりサポート
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ボディ＆おしりサポートの取り付けかた

エッグショックパッドの取り付けかた

3歳未満でもお子さまの�格によっては、ボ
ディ&	おしりサポ�トがあわなくなることがあ
ります。その場合は�用を中止してください。

ヘッドサポートで使用すると�には

着脱シートで使用すると�には

ヘッドサポートを使用する場合、必
ずエッグ�ョックパッドを入�てくだ
さい。

注
意

●ダッコシートαのヘッドサポートには、走行
中の揺れからお子さまを守る“エッグショック
パッド”を入れることがで�ます。

●お子さまの頭がヘッドレストの位置まで届くよ
うになったと�には、ヘッドサポートをはずし
着脱シートのポケットに入れて使用します。

着脱シ�トの上部カ��をはずし、ヘ�
���ト裏側のエ�グショ��パ��用
ポケ�トに出し入れする。

ヘッドサポートの裏側から�し入れする。

■背面側ベルト
背面側��トは、
1着脱シ�ト内側のボディ
サポ�ト��ト通し穴�ら、

2着脱シ�トと�ビ�カ�
本�の間を通してとめる。

■座面側ベルト
座面側��トは、
1着脱シ�ト内側のおしり
サポ�ト��ト通し穴�ら、

2�ビ�カ�本�の�を通
してとめる。

（着脱シ�トと本�の間には
通さないでください。）

ボディサポート
ベルト通し穴

ボディサポート
ベルト通し穴

おしりサポート
ベルト通し穴

おしりサポート
ベルト通し穴

部品の取り付けかた・はずしかた
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● 着脱シート、肩ベルト、腰ベルト、ガード
カバー、ダッコシートα、股ベルトカバー、
肩ベルトカバーの洗濯
3�℃��の液温で手洗いしてください。
洗濯機は�用しないでください。
きついもみ洗いはしないでください。
通常の洗濯用洗剤が�用できますが、漂白剤や漂
白剤入りの洗剤は��ません。�用する洗剤の
注意書きもよくお読みください。
長時間つけ置きせず、短時間で洗い上げてくださ
い。色落ちの原因となります。
十分にすすぎ、軽く脱水し�後、形を整�て平干
ししてください。
乾燥機の�用や�ライ�リ�ニ�グはできません。

● 幌、買い物カゴの洗濯
幌や買い物カゴは液中につけず、3�℃��の液
温の洗剤をつけ�ブラシや�ポ�ジなどを�用し
て、汚れをふき取ってください。
幌のプラ�チ��部分やカゴのホ��などでケガ
をしないように注意してください。
洗剤を�用して汚れを取っ�後は、水を含ませ�
布や�ポ�ジで洗剤分が残らないように数回ふき
取ってください。
乾�すときは、乾い�布で水分をふき取り、�干ふき取り、�干き取り、�干
ししてください。

※	製品の特性上、若干色あせすることがあります。
※	洗剤は、（蛍光剤・漂白剤・酵素などを含まない）中性洗
剤を�用することをおすすめします。ま�、快適にお
�いい�だく�めに、こまめに洗濯することをおすす
めします。

※	保管状態により、カビが発生することがあります。こ
まめに洗濯をし、清潔に保つように心がけてください。

● エッグショックパッドについて
エ�グショ��パ��は洗濯できません。
ヘ��サポ�ト・着脱シ�トを洗濯するときは、必
ずエ�グショ��パ��を取りはずしてください。

・
・
・
・

・

・

・

・

・

・

・

・
・

縫製品の洗濯について

日常のお手入れ

●	車輪やプラ�チ��部品および金属部品の汚れ
は、水を含ませよくしぼっ�布でふき取ります。

	 汚れがひどいときは、薄め�中性洗剤を含んだ布
でふい�後、水を含ませよくしぼっ�布でふき取
り洗剤分が残らないようにします。

�体の清掃について

車体の清掃には中性洗剤以外は使用しないでくだ
さい。部品の変質、劣化の原因となります。

●	きしみが発生し�り、作動が鈍くなって注油が必
要と思われる場合は、必ず潤滑油（シリ���系）
を少量、注油してください。

	 注油するときは、注油部分の泥や汚れをあら�じ
めふき取ってください。ま�、注油量が多すぎる
と、ほこりが付きやすく、��って機能を低�さ
せます。

● 下に示す部分には注油しないでください。作�不
良を起こす原因となります。

注油について

お子さまがなめる可能性の高いフロントガード、
アー�レストなどには油が付着しないようご注
意ください。

注
意

注
意

手元操作部

キャスター回転部

開閉ロック付近

シートベルト
のバックル

フロント
ガードの
取り付け部
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保管のしかた
�射日光を避け、湿気が少なく雨やほこりが��らない場所に立てて保管してください。
屋外で保管する場合はカ��を�けることをおすすめします。

●	ご�用中に車�の破損、異常、締結部品のゆるみ
やシ�トおよびシ�ト��トにやぶれ・ほつれな
どが発生し�場合や、部品の交換ま�は修理が必
要な箇所を発見し�場合、�だちに�用を中止し
て当社��シュ�マ�プラザにご連絡ください。

	 そのまま�用しますと、�大な事故につながるお
それがあります。

	 お問い合わせの際は、後脚後側�ら見て右のパイ
プに貼ってあるシ��をご覧になって製品名・
��トNo.をお知らせください。

●	締結部品のゆるみ、部品の欠損および作動不良な
どの異常がない�適時点検してください。

●	製品の改造や不当な修理をしないでください。思
わぬ事故につながるおそれがあります。

●	お手入れの際に取りはずし�製品は、本書をよく
読み正しく取り付けてください。取りはずし�ま
まですとお子さまが危険です。

点検とアフターサービスについて

廃棄方法について
●	お住まいの各自治�の指示に従い、処分・廃棄してください。

コンシューマープラザ
（Customer Service Center）
〒 339-0025　埼玉県さい�ま市岩槻区釣上新田 271
	 	 TEL.（048）797-1000		
	 	 FAX.（048）798-6109

コンシューマープラザ
（Customer Service Center）／西日本担当
〒 540-0026　大阪府大阪市中央区内本町 2-4-16
	 	 TEL.（06）6942-0379		
	 	 FAX.（06）6942-0302

●	本製品の修理／部品販売の際は、まっ�く同じ部
品がない場合があり、色や仕様が若干異なること
がありますので、あら�じめご了承ください。

	 製品�用上は差しつ��ありません。

注
意

火の近くや夏季の車内など高温になる場所での保管は避けてください。
ベビーカーに荷物を重ねた状態で保管をしないでください。
　故障や変形の原因となります。
ベビーカーを寝かせて保管する場合は、背面を下にしてください。
横向きに寝かせて保管をすると、故障や変形の原因となります。
ベビーカーを立てた状態で保管する場合は、キャスターを内向きにロックし、
必ずストッパーをかけてください。ベビーカーが倒�やすくなります。。

・
・

・
・
・

SG マークの被害者救済制度
SGマーク付き製品の欠陥により、人身被害が�じたと
認めら�る場合、製品安全協会が事故原因、被害の程
度などに応じて、賠償措置を実施する制度です。
ベビーカーの場合は、お買い上げ日より��以内が��の場合は、お買い上げ日より��以内が��
期間となります。

●賠償についてのご注意
認定さ�た製品その�のが故障したとして�、その品
質について保証する�のではありません。あくまで�
傷害などの身体的な損害�人的損害�について賠償する
制度です。

●製品の欠陥により事故が起�た場合
損害を被った消費者�お子さまなどの場合は、保護者�
が、事故発�日から60日以内に下記までご連絡�い�い
ます。。

製品安全協会　.東京都台東区竜泉2丁目20番 2号
. ミサワホー�ズ三ノ輪.2階
. TEL.�03�5808-3300

●事故の届�に必�な�目の届�に必�な�目に必�な�目
①	事故の原因となっ�製品�品製品�品�品
	 ・製品名称、��トNo.　��トNo.　　・購入先、購入年月日
②	事故発生の状況
	 ・事故発生年月日　・事故発生場所　・事故発生状況
③	被害の状況
	 ・被害者の氏名、年齢、性別、住所
	 ・被害の状況
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商品に関するお問い合わせ、部品購入、修理などのご相談は、コンシューマープラザにて対応いたします。
コンシューマープラザ（Customer Service Center）
受付時間：10:00～17:00（日祝日、年末年始を除く）
〒339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田 271
■総合受付（各種ご相談）窓口　商品に関するお問い合わせ /修理のご要望 /各種ご相談 /その他
TEL.(048)797-1000　FAX.(048)798-6109
■部品販売（相談）窓口　部品購入のお問い合わせとご注文
TEL.(048)797-1001　FAX.(048)798-6109
コンシューマープラザ（Customer Service Center）／西日本担当
受付時間：10:00～17:00（土日祝日、年末年始を除く）
〒540-0026　大阪府大阪市中央区内本町 2-4-16 
TEL.(06)6942-0379　FAX.(06)6942-0302
＊ホームページでのご案内　http://www.combi.co.jp/cp/

��ビ製品＆子育て情報サイト「��ビ�ウ�」に会員登録すると、便利でお得なサ�ビ�がいっぱいです！

【主なサービス特典】	 	 	 	 	 	
☆お得な情報が満載のメールマガジン      
ア�ケ�ト募集の他、イ��トやポイ�トプ�ゼ�トのお知らせ、お得な��ビ製品のセ��情報などをメ��マガジ�
で会員の皆さまにお知らせします。
☆ポイントを貯めて、コンビミニでお買い物	 	 	 	 	 	
��ビ製品の所有品登録やア�ケ�トの回答、��テ�ツへの応募などで��ビ�ウ�ポイ�トが貯まります。
貯まっ�ポイ�トは��ビミニのお買い物ポイ�トとして�用可能！１ポイ�ト＝１円として��ます。	 	 	
※詳しくはＷｅｂサイトをご覧ください。	 	 	 	 	 	
●特典内容は変更されることがあります。ご了承ください。	 	 	 	 	 	

その他にも会員ならではの特典をご用意しております。
ご入会は「��ビ�ウ�」Ｗｅｂサイトのト�プペ�ジ�らお願いします。

ア�セ�はこちら　⇒　http://www.combibaby.com/	 	 	

コンビ製品をご購入いただいた方へ、知って得する情報です

コンビタウン 検索

140046020										12.2

コンビ
ベビーカー

ディアクラッセ オート4キャス




